
咲き競う花々 花と緑あふれる町
富岡町
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『とみっぴー』
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町の花【ツツジ】

町の鳥【セキレイ】

明治33年、夜の森が開拓され
た際に植えれた桜が今では町の
シンボルとなった。毎年開花と
同時に多くの方でにぎわう。

全国花いっぱい「花と緑の駅」コ
ンクールで日本一に輝いたJR
常磐線夜ノ森駅のツツジは、旅
人の目を楽しませる。

水辺に生息するセキレイは、富
岡川の清らかな流れとチチチッ
と爽やかなさえずりが人々の心
を和ませる。

⚫ 国機関 裁判所、労基署、職安、営林署
⚫ 県機関 富岡土木事務所（前身は明治の郡役所）、双葉農業普及所、
                  原子力立地振興事務所
⚫ 警察署 双葉警察署（平成22年 富岡・浪江警察署統合）
⚫ 金融機関 6行7店（東邦、福島、大東、労金、あぶくま信金、相双信組）
⚫ 医療機関 初期救急医療「今村病院」と6医院（内科、外科、整形外科、眼科）
⚫ 福祉機関 県立富岡養護学校
⚫ 郵便局 2局（富岡・夜の森）
⚫ 商業施設 ヨークベニマル2店舗、家電量販店、ホームセンター、ドラッグストア、
                  飲食チェーン
⚫ 電気関係 東京電力㈱浜通り電力所、㈱東北電力、NTT等の支店
⚫ 教育関連 小中学校4校と“双葉地区教育構想”

充実した都市機能（震災前）

【南北の幹線】
⚫ JR常磐線（富岡駅・夜ノ森駅）
郡内で最も多い乗降者数（平成22年 約30万人/年）

⚫ 常磐自動車道（常磐富岡IC）
・再開通（平成26年2月22日）（広野IC～常磐富岡IC）
・全線開通（平成27年3月1日）（常磐富岡IC以北）

⚫ 幹線道路 国道6号

【東西の幹線】
⚫ 県道36号小野富岡線

人々が往来する町

町の木【サクラ】

面積68.39k㎡
人口10,903人（令和8年5月1日現在）
年間降水量1,533mm
年間平均気温13.8℃

01 富岡町の概要
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02 富岡町の概要 －住民登録状況・避難状況－
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福島第二原発
稼働開始

H14(2002)
人口ﾋﾟｰｸ
16,142人

R7(2025）
人口10,918人

H23(2011）
東日本大震災
15,961人
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⚫ 県外避難者 1,495人
 №1 茨城県 346人
 №2 埼玉県 211人
 №3 東京都 185人

⚫ 福島県内 6,663人

避難指示解除が帰還に直結しない

▸ 一度移した生活の軸足を戻す難しさ(仕事・家族の介護や育児など）

▸ 町内の生活環境(医療や福祉・買い物環境など）の回復途上

▸ 従来の地域コミュニティ機能の著しい機能低下（支え合い・防犯）

町
外

町
内

当町含む地域的人口偏在

▸ 一時の復興需要に従事する単身

男性が占める割合が大きい

同じ町に暮らす仲間としての

支え合いづくりが必要

▸ まずは、多くの接点づくり

１世帯あたりの構成員が圧倒的に少ない

▸ 復興事業関連の単身男性が多数化

▸ いざという時の助け合い機能の脆弱性など

コミュニティ機能に懸念

1,386世帯

343世帯

99世帯

82世帯

１人世帯 ２人世帯 ３人世帯 ４人世帯以上

R8.4.1現在

男 計

1,711人

62%

女 計

1,049人

38%
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０3 複合災害・長期避難以前の“富岡町”



復興ビジョン

第一次

第二次

第二次（後期）

・段階的な帰町に関する考え方
・帰町までの除染等に関する取組方針
・復興の足がかりとなる除染実施と風評被害撲滅
・町民のこころを繋ぐサロンの設立

第三次

・安心して帰りたくなる環境整備
・新たな魅力を備えた｢ふるさと富岡｣づくり
・当面帰還できない町民の心身の健康づくりと生
活再建

・「町民一人ひとりの“心”の復興」と「町民の心
をつなぐ“ふるさと富岡”の復興

・『帰還する道・『帰還しない道』・『今は判断
できない道』町民一人ひとりの意向を尊重

・「人が生き町が活き未来がいきる富岡町」
・町とつながり続ける環境の充実
・新たなひとの流れの創出

【大前提】
・避難指示継続区域の早期解除
・生活基盤の整備と再生

●「未来志向の復興・創生」
「つながりの拡大」

「世界に誇れる幸せづくり」

●計画期間 令和7年度～令和16年度

一
人
ひ
とり
の幸

せでみんなの未来を創る富岡
町

～
住
むほ

ど、
関わる

ほど、魅力と愛着が湧く町
～

04 災害復興計画（第三次）



目指すべき姿目指すべき姿目指すべき姿
富岡未来宣言

一人ひとりの幸せでみんなの未来を創る富岡町
～住むほど、関わるほど、魅力と愛着が湧く町～

基本理念基本理念基本理念

基本方針基本方針基本方針

未来志向の復興・創生

これからのまちづくりの進め方

富岡町が新たな未来へ向けて歩みを進めるには、
“ひと”の力が欠かせません。

帰還する方々、移住して新しい生活を始める方々、
すべての方々がこの町を支える大切な存在です。

そこで私たちは、
「いつまでもここで暮らしていたい、
ずっと関わりをもっていたい」の
実現を目指し、“ひとの力”を活かし、
すべての取り組みの共通となる指針として
「《復興》帰還と移住の促進」、
「《創生》交流･関係人口の拡大」の２つを掲げます。

05 第三次復興計画の体系（基本構想）



06 厳しい現状の課題

富岡町が抱える問題点は、

●震災・原発事故及び長期避難開始から14年超の年月・・・時の経過による『風化』

●世界にも類を見ない原子力災害の被災・・・誤った情報とその拡散による『風評』

●長期の避難生活・・・町民の高齢化と、避難先での定住、自宅解体による『居住者数低迷』
など

世界に類のない未曽有の複合災害からの復興には、既存の概念や財源に捉われた事業のみ
では限界がきている。

既存の概念に囚われない新たな可能性の検討、
富岡町の未来を形作る方向性の模索が必要
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07 現在の富岡町のMAP



• 富岡町ホームページ ：https://www.tomioka-town.jp/index.html
• 富岡町移住定住ポータルサイト ：https://www.tomiokakurashi.com/index.html
• とみおか放射線情報まとめサイト ：https://tomioka-radiation.jp/
• 富岡町文化交流センター 学びの森：https://www.manamori.jp/
• とみっぴーラジオ：ラジオ福島（毎月第2火曜日 14:10～ 14:20）

富岡町公式Instagram

08 もっと富岡町を知るなら

富岡町役場
本庁舎 福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1

0240-22-2111


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9

